
最近のイスラエルのデータ（2021年9月8日現在）：イスラエルの人口は～900万人

毎日の新規感染者数の推移

毎日の死者数の推移

ワクチン2回接種者の割合：~60%
各種規制解除から約1ヶ月半後から
感染者が急増し始め、規制を戻す
とともに感染者が減り始めた。

現在では、ブレークスルー感染の
割合が40~50%

死者数の増加は以前より少ない。

• 高齢者から接種を始めたために、
高齢者が感染から守られている。

• しかし、感染者の半分はワクチン
未接種者なので、死者が今後も
出続ける可能性がある。

ワクチン接種が十分に拡がる前の各種規制解除はリスクが高い。

15,000~20,000人

6月1日に各種規制を解除

~50人

ワクチン接種



日本ではワクチン2回接種後に発生する感染（ブレークスルー感染）はまだ少ない。
ただし、高齢者は反応の個人差が大きく、依然としてリスクがある世代である。

最近の和歌山県のデータ

ブレークスルー感染は起きているが、まだ稀。
規制解除をしていないために、暴露される
ウイルス量が諸外国より少なく、感染が起りにくい
ことが一つの理由か？

65才以下ではおおむね良く抗体を作るが、70才を過ぎると、
抗体産生量が下がる傾向があり、85才以上では抗体産生量が
きわめて低い人が居る。ただし、個人差が大きいことに注意。

ワクチン被接種者の年齢
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ワクチン接種の順番

アストラ／アストラ
アストラ／ファイザー
ファイザー／ファイザー
ファイザー／アストラ

IgG抗体量、中和抗体量のどちらにおいても、ファイザー＋ファイザー、アストラ＋ファイザー、
ファイザー＋アストラの組み合わせは、アストラ＋アストラよりも強い免疫効果がもたらす。

Liu X et al, Lancet, Aug 6, 2021.

交差（混合）接種の効果



アストラ2回より、アストラ＋モデルナのほうが
強い免疫が誘導され、85％の人において、
変異株も中和できる抗体が産生されている
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ｱｽﾄﾗ2回に比べて
ｱｽﾄﾗ+ﾓﾃﾞﾙﾅのほうが
どの株に対しても、
より高い免疫が誘導
され、~85％の人で
高い中和抗体の産生が
みられている。

Behrens GMN et al, Lancet, Aug 17, 2021.



• 高齢者や持病があり免疫力が低い人には、3回目の接種が必要か？
抗体価を測定することにより、接種必要者を早く同定する必要がある。

• その他の人たちでは、抗体価が下がっていてもコロナに対する免疫能は
かなり維持されているのでは？

• 3回目接種を広く行うよりも、未接種者をできるだけ減らすとともに、
2回接種者をできるだけ多くすることが必要であろう。

• 交差（混合）接種は広げるべき。

• 3回目以降の接種は、免疫の原理から考えると、接種量を減らしても
大丈夫のはず。ただし、小規模でいいから臨床試験が必要。
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